






　出版規制法（1662 年）が 1695 年に失効し、1557 年以来の書籍出版組合
独占体制が一時的に崩壊する中、ロンドン出版業界の大物ジェイコブ・ト
ンソン（1655─1736）は 1707 年、1709 年とシェイクスピア全集版出版の
鍵となる「ブラウント・ジャガード版権（Blount & Jaggard segments）」
を矢継ぎ早に取得した（Murphy 58; Gaba 37─38; Dugas 133─37）（1）。ト
ンソンによって最初の編集版シェイクスピア全集が出版されたのが 1709














18 シリングの値を付けた（West 73─75 Appendix I.4, Table I. P.）。また
1685 年の刊行から 1705 年まで、出版業者のリチャード・ベントリーらに
よって第 4フォリオの販売広告は毎年のように行われ（Hansen & 
Rasmussen 58─59）、1700 年前後のある時期にはジャイルズ・ドーソンに
よって「第 5フォリオ」と呼ばれる第 4フォリオの第 2刷が印刷されてい










スピア研究」が発達し第 1フォリオの優越性が認知される 18 世紀の中頃
からである（West 22）。また出版された直後からすぐ第 4フォリオの中
古本が出回り、新本価格の 75％～90％ で取引されていた事実は、ウィリ
アム・セントクレアが類推するように第 4フォリオの新本価格 20 シリン
グ（1ポンド）が割高に感じられていた可能性を示唆している（St Clair 










る（金子 33─34）。その要因と思しきものが 1557 年の勅許状によって認可
された書籍出版組合の独占体制であり、ジェイクスピア劇の版権を所有す
る組合員だけがその作品の版権を不動産所有権と同じく、排他的かつ半永
久的に所有することができた（Murphy 102; Gaba 28）。個別的な作品に
対する版権が無期限に存在する一方、シェイクスピアの全集版に対する版
権は制度的に存在せず、全集版を出版するにあたっては「ブラウント・ジ
































Murphy 60; Gaba 29─30）。この無秩序状態のさなか、ジェイコブ・トン
ソン（1世）というロンドン出版業者の大物が 1707 年と 1709 年と矢継ぎ
早に「ブラウント・ジャガード版権（Blount & Jaggard segments）」を

































































































It is without Controversie, that he had no knowledge of the 
writings of the Ancient Poets, not only from this Reason, but from 
his Works themselves, where we find no traces of any thing that 
looks like an Imitation of ‘em; the Delicacy of his Taste, and the 
natural Bent of his own Great Genius, equal, if not superior to 
some of the best of theirs, would certainly have led him to Read 
シェイクスピア・ビジネスの誕生（中野）
60
and Study ‘em with so much Pleasure, that some of their fine 
Images would naturally have insinuated themselves into, and been 
mix’d with his own Writings; so that his not copying at least 
something from them, may be an Augument of his never having 
read ‘em. （Rowe ii-iii）
ロウの伝記的解説文において繰り返し現れる表現・語句が二種類あり、一

































版にはシェイクスピアの肖像 2葉以外に各作品の 1場面を描く 43 葉の木































































 （The Tempest 1. 2. 193─201）
　Prospero　　　　　　　　　　　　　　　Hast thou, spirit,
　　　　　　　　　Performed to point the tempest that I bade thee?
　Ariel　　　　　　To every article.
　　　　　　　　　I boarded the King’s ship: now on the beak,
　　　　　　　　　Now in the waist, the deck, in every cabin
　　　　　　　　　I flamed amazement. Sometime I’d divide
　　　　　　　　　And burn in many places─on the topmast,
　　　　　　　　　The yards and bowsprit would I flame distinctly,












　『テンペスト』が上演された 1611 年もしくは 12 年と、ニコラス・ロウ
編集テクストが出版された 1709 年とでは明らかに芝居小屋の物理的構造
も劇世界の演出の仕方も大きく変化していた。エリザベス朝演劇を上演し























The ground of all those miseries, was the permissive providence of 
God, who, in the forementioned violent storme, separated the head 
from the bodie, all the vitall powers of regiment being exiled with 









































































る「浮浪者」すなわち vagabond、rogue、sturdy beggar と呼ばれる新
シェイクスピア・ビジネスの誕生（中野）
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過し（5＆ 6 Edw. VI. c. 20）、その冒頭では行商人と鋳掛屋が名指しで
「この王国にとって必要というよりは有害であることは明白である（it is 
evident that Tynkers Pedlers and suche like vagrant psones are more 











Beggar  What, would you make me mad? Am not I Christopher 
Sly, old Sly’s son of Burtonheath, by birth a pedlar, by 
education a cardmaker, by transmutation a bear-herd, 
and now by present profession a tinker?









































（1）　Jacob Tonson は 4 世代にわたってその名が引き継がれ、4人の同姓同名がい






17K02514／研究期間H29─H32）及び JSPS 科研費・基盤研究C「16 世紀イングラ
ンド文学における浮浪者の表象研究」（研究代表者・中野春夫／課題番号 26370290
／研究期間H26─H28）の助成を受けた成果である。また本論は第 58 回シェイクス
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